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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年8月23日(2012.8.23)

【公開番号】特開2012-130504(P2012-130504A)
【公開日】平成24年7月12日(2012.7.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-027
【出願番号】特願2010-284596(P2010-284596)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/04     (2006.01)
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   Ａ６１Ｂ   5/1455   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   1/04    ３７０　
   Ａ６１Ｂ   1/00    ３００Ｄ
   Ａ６１Ｂ   5/14    ３２２　
   Ａ６１Ｂ   1/06    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に照明光を照射する照射手段と、
　被検体からの反射光を撮像素子で撮像して、血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化によ
り吸光係数が変化する波長範囲の反射光に対応する画像信号を含む、４６０～７００ｎｍ
内で波長範囲が異なる３つ以上の反射光に対応する画像信号を取得する画像信号取得手段
と、
　取得した画像信号に基づいて、被検体の血液量及び血中ヘモグロビンの酸素飽和度の情
報を求める血液量及び酸素飽和度算出手段と、
　前記血液量の情報を画像化した血液量画像を生成するとともに、前記酸素飽和度の情報
を画像化した酸素飽和度画像を生成する血液量及び酸素飽和度画像生成手段と、
　前記血液量画像または酸素飽和度画像の少なくとも一方を表示する表示手段とを備える
ことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記表示手段は、前記血液量画像と前記酸素飽和度画像とを同時に表示することを特徴
とする請求項１記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記血液量画像と前記酸素飽和度画像のうちのいずれか一方を選択し、選択した画像を
前記表示手段に表示させる画像選択手段を備えることを特徴とする請求項１記載の内視鏡
システム。
【請求項４】
　前記血液量及び酸素飽和度画像生成手段は、血液量に応じて変化する疑似カラー情報を
記憶する血液量用のカラーテーブルを用いて、前記血液量の情報を疑似カラー画像化する
とともに、酸素飽和度に応じて変化する疑似カラー情報を記憶する酸素飽和度用のカラー
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テーブルを用いて、前記酸素飽和度の情報を疑似カラー画像化することを特徴とする請求
項１ないし３いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記血液量及び酸素飽和度算出手段は、前記酸素飽和度として、前記血液量に依存しな
い血液量非依存の酸素飽和度を求めることを特徴とする請求項１ないし４いずれか１項記
載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記血液量及び酸素飽和度算出手段は、
　前記３つ以上の画像信号を用いて、血液量に依存性を有する第１信号比と、血液量及び
酸素飽和度の両方に依存性を有する第２信号比を求める信号比算出部と、
　前記血液量と前記第１信号比との第１の相関関係と、前記酸素飽和度と前記第１及び第
２信号比との第２の相関関係を記憶する相関関係記憶部と、
　前記相関関係記憶部に記憶された前記第１相関関係から前記第１信号比に対応する血液
量の情報を求めるとともに、前記第２相関関係から前記第１及び第２信号比に対応する血
液量非依存の酸素飽和度の情報を求める血液量及び酸素飽和度算出部とを備えることを特
徴とする請求項５記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記画像信号取得手段は、血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化により吸光係数が変化
する波長範囲の光で照明された被検体を、撮像面にＲＧＢのカラーフィルタが設けられた
カラーの撮像素子で撮像するとともに、広帯域光の白色光で照明された被検体を前記カラ
ーの撮像素子で撮像することにより、画像信号を取得することを特徴とする請求項１ない
し６いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記画像信号取得手段は、血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化により吸光係数が変化
する波長範囲を含む広帯域光の白色光で照明された被検体を、撮像面にＲＧＢのカラーフ
ィルタが設けられたカラーの撮像素子で撮像することにより、画像信号を取得することを
特徴とする請求項１ないし６いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記白色光は、特定波長の励起光を蛍光体に当てることで励起発光する疑似白色光であ
ることを特徴とする請求項７または８記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記画像信号取得手段は、４６０～４８０ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、
モノクロの撮像素子で撮像し、５４０～５８０ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を
、前記モノクロの撮像素子で撮像し、５９０～７００ｎｍの波長範囲の光で照明された被
検体を、前記モノクロの撮像素子で撮像することによって、画像信号を取得することを特
徴とする請求項１ないし６いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記照射手段は、４６０～４８０ｎｍの波長範囲の光と５４０～７００ｎｍの波長範囲
の光を被検体に同時照射し、
　前記画像信号取得手段は、被検体からの反射光を、撮像面にＲＧＢのカラーフィルタが
設けられたカラーの撮像素子で撮像することにより、画像信号を取得することを特徴とす
る請求項１ないし６いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記画像信号には、４６０～４８０nmの光に対応する信号を含む青色信号と、５４０～
５８０nmの光に対応する信号を含む緑色信号と、５９０～７００nmの光に対応する信号を
含む赤色信号とが含まれることを特徴とする請求項８、１０、１１のうちいずれか１項記
載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記画像信号取得手段は、５３０～５５０ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、
カラーの撮像素子で撮像し、５５５～５６５ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、
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前記カラーの撮像素子で撮像し、５９０～７００ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体
を、前記カラーの撮像素子で撮像することによって、画像信号を取得することを特徴とす
る請求項１ないし６いずれか１項記載の内視鏡システム。
【請求項１４】
　各波長範囲の光は、広帯域の白色光を狭帯域フィルタでフィルタリングすることによっ
て生成されることを特徴とする請求項１０、１１、１３のうちいずれか１項記載の内視鏡
システム。
【請求項１５】
　被検体に照明光を照射する照射手段、及び被検体からの反射光を撮像素子で撮像して、
血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化により吸光係数が変化する波長範囲の反射光に対応
する画像信号を含む、４６０～７００ｎｍ内で波長範囲が異なる３つ以上の反射光に対応
する画像信号を取得する画像信号取得手段を備える内視鏡装置から、前記画像信号を受信
する受信手段と、
　取得した画像信号に基づいて、被検体の血液量及び血中ヘモグロビンの酸素飽和度の情
報を求める血液量及び酸素飽和度算出手段と、
　前記血液量の情報を画像化した血液量画像を生成するとともに、前記酸素飽和度の情報
を画像化した酸素飽和度画像を生成する血液量及び酸素飽和度画像生成手段とを備えるこ
とを特徴とする内視鏡システムのプロセッサ装置。
【請求項１６】
　被検体に照明光を照射し、
　被検体からの反射光を撮像素子で撮像して、血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化によ
り吸光係数が変化する波長範囲の反射光に対応する画像信号を含む、４６０～７００ｎｍ
内で波長範囲が異なる３つ以上の反射光に対応する画像信号を取得し、
　取得した画像信号に基づいて、被検体の血液量及び血中ヘモグロビンの酸素飽和度の情
報を求め、
　前記血液量の情報を画像化した血液量画像を生成するとともに、前記酸素飽和度の情報
を画像化した酸素飽和度画像を生成することを特徴とする画像生成方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記血液量及び酸素飽和度算出手段は、前記酸素飽和度として、前記血液量に依存しな
い血液量非依存の酸素飽和度を求めることが好ましい。前記血液量及び酸素飽和度算出手
段は、前記３つ以上の画像信号を用いて、血液量に依存性を有する第１信号比と、血液量
及び酸素飽和度の両方に依存性を有する第２信号比を求める信号比算出部と、前記血液量
と前記第１信号比との第１の相関関係と、前記酸素飽和度と前記第１及び第２信号比との
第２の相関関係を記憶する相関関係記憶部と、前記相関関係記憶部に記憶された前記第１
相関関係から前記第１信号比に対応する血液量の情報を求めるとともに、前記第２相関関
係から前記第１及び第２信号比に対応する血液量非依存の酸素飽和度の情報を求める血液
量及び酸素飽和度算出部とを備えることが好ましい。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　前記画像信号取得手段は、血中ヘモグロビンの酸素飽和度の変化により吸光係数が変化
する波長範囲を含む広帯域光の白色光で照明された被検体を、撮像面にＲＧＢのカラーフ
ィルタが設けられたカラーの撮像素子で撮像することにより、画像信号を取得することが
好ましい。前記画像信号取得手段は、４６０～４８０ｎｍの波長範囲の光で照明された被
検体を、モノクロの撮像素子で撮像し、５４０～５８０ｎｍの波長範囲の光で照明された
被検体を、前記モノクロの撮像素子で撮像し、５９０～７００ｎｍの波長範囲の光で照明
された被検体を、前記モノクロの撮像素子で撮像することによって、画像信号を取得して
もよい。前記照射手段は、４６０～４８０ｎｍの波長範囲の光と５４０～７００ｎｍの波
長範囲の光を被検体に同時照射し、前記画像信号取得手段は、被検体からの反射光を、撮
像面にＲＧＢのカラーフィルタが設けられたカラーの撮像素子で撮像することにより、画
像信号を取得することが好ましい。前記画像信号には、４６０～４８０nmの光に対応する
信号を含む青色信号と、５４０～５８０nmの光に対応する信号を含む緑色信号と、５９０
～７００nmの光に対応する信号を含む赤色信号とが含まれることが好ましい。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　画像信号取得手段は、５３０～５５０ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、カラ
ーの撮像素子で撮像し、５５５～５６５ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、カラ
ーの撮像素子で撮像し、５９０～７００ｎｍの波長範囲の光で照明された被検体を、カラ
ーの撮像素子で撮像することによって、画像信号を取得することが好ましい。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
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